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大気汚染防止法（昭和 46 年     令第１号）別表第１の備考欄の３の規定に基づき、 

硫黄酸化物の量の測定法を次のように定め、硫黄酸化物の量の測定法（昭和 51 年６月環境

庁告示第 38 号）は廃止する。 

大気汚染防止法施行規則別表第１の備考の３に規定する硫黄酸化物の量の測定に係る環

境大臣が定める方法は、日本工業規格(以下単に「規格」という。)Ｋ０１０３に定める方

法により硫黄酸化物濃度を、次の各号のいずれかに掲げる方法により排出ガス量をそれぞ

れ測定して算定する方法とする。 

１ 次に掲げる算式により排出ガス量を算定する方法 

  Ｇ＝｛Ｇ０＋(ｍ－1)・Ａ０｝・Ｗ 

（この式において、Ｇ、Ｇ０、Ａ０、Ｗ及びｍは、それぞれ次の値を表すものとする。

この場合において、Ｇ０、Ａ０及びｍは、規格Ｂ８２２２又は規格Ｚ８８０８に定め

る方法等適当であると認められる方法により算定され、Ｗは、規格Ｚ８７６２又は

規格Ｚ８７６３に定める方法等適当であると認められる方法により測定されたもの

とする。 

Ｇ 乾き排出ガス量（単位 温度零度、圧力１気圧の状態に換算した単位時間当た

りの立方メートル） 

Ｇ０ 燃料の量１単位当たりの理論乾き排出ガス量（単位 温度零度、圧力１気圧の

状態に換算した立方メートル） 

Ａ０ 燃料の量１単位当たりの理論空気量（単位 温度零度、圧力１気圧の状態に換

算した立方メートル） 

Ｗ 単位時間当たりの燃料の使用量 

ｍ 空気比） 

２ 出力の大きさと規格Ｚ８８０８に定める方法により測定された排出ガス量との間に

認められる相関関係を用いて、出力の大きさから排出ガス量を算定する方法（発電の

用のみに供するボイラーの排出ガス量を算定する場合に限る。） 
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